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1. スピネル型Mn0.4Fe0.6V2O4 

スピネル型Mn0.4Fe0.6V2O4はVサイトに 3d電子が 3

重縮退した𝑡2gに 2 つあるため、軌道自由度を持つ。

TN1~85 Kでコリニアなフェリ磁性転移、TN2~50 Kで V

サイトの軌道整列を伴うノンコリニアなフェリ磁性転移

をおこす。本研究では Mn0.4Fe0.6V2O4 に対して

Pump-Probe分光測定を行った。その結果、5 Kに

おいて特徴的なスペクトル変化と偏光依存性が観

測された (図 1.1)。これは光照射によって軌道整列

が融解し、その後スピンがノンコリニアからコリ

ニアな配列へと変化していると考えられる。また、

50 Kにおいて、100 psにおいて磁性秩序の融解によ

る Mott 遷移のシフトに対応するスペクトル変化が観測

された (図 1.2)。さらに、全ての結果において 1.2eV付

近にシャープな反射率の減少が見られた。これは

Fe-V間の遷移のピークが 1.2eV付近に存在しており、

それが光照射によって抑制されているのだと考えられ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.擬三角格子系 Ba0.9Sr0.1V13O18 

擬三角格子系である Ba0.9Sr0.1V13O18 の結晶構造

は NaCl 構造を取る VO が基礎となっており、VO6

八面体が辺共有によって繋がっている。形式的に

V
3+(3𝑑2)のイオンが 8つと V

2+
(3𝑑3)イオンが 5つ存

在しており、電荷の自由度が存在する。また, V
3+

において軌道自由度が存在している。 

210 K以上ではVイオンはTetramer (高温相)を形

成しており、210 K で Tetramer を保ったまま

Tetramer を形成しない V イオンへ電荷が局在する

電荷整列 (中間温度相)を起こす。そして、76 K 以

下で V イオンの Tetramer(高温相)が壊れて Trimer 

(低温相)を形成する事が知られている[1]。 

  図 2.1に 50 K (低温相)における Pump 光照射後

0.5 psと 40 ps の光誘起反射率変化スペクトルを示

す。1.4 eV付近に注目すると、0.5 ps では負の値を

取っていた ΔR/Rが 40 psでは正の値に変化してい

る。図 2.2 に通常の光学反射率における 30 K(低温

相)から 250 K (高温相)と 160 K (中間温度相)への

反射率の温度差分を示す。図 2.1 と図 2.2を比べて

みると、Pump 光照射後 0.5 ps の反射率変化スペク

トルは低温相から高温相への反射率の温度差分ス

ペクトルと類似しており、40 ps のスペクトルは低

温相から中間温度相への反射率の温度差分スペク

トルに類似している。この事から Pump 光照射後

0.5 ps で高温相となり、40 ps で中間温度相となる

と考えられる。Pump光を照射した後 0.5 ps では格

子の温度は上がらないため、0.5 ps以内に起こる高

温相への転移は電子的な変化に依る物と考えられ

る。その後、数 ps で格子の温度が上昇し、中間温

度相へ達すると考えられる。 

 以上の事から、この物質において光誘起によっ

て三相を移り変わる相転移が起こる事が分かっ

た。 
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図 1.1 5 K反射率スペクト

ル変化 

図 1.2 50K 反射率スペクト

ル変化 
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図 2.1 光誘起反射率変化

スペクトル 

図 2.2 光学反射率の

30 Kからの温度差分
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